はじめに

〜実験の進め方とレポート作成について〜

　環境材料工学科セラミックス系プログラムのセラミックス工学実験I,IIは、基本的に理解ならびに経験しておかなければならない重要な諸点について、実験を通し、習得していくために設定されたものである。

１．実験を始める前に

① 実験は10:30から行い、この時点で出欠を取る(時間厳守)。

５分前集合が原則である。実験実習の場合、遅刻は欠席扱いとする。

② 実験当日までにテキストの該当部分を読んで予習する。特に実験操作は熟読しておき、当日使用する装置、器具および薬品等を点検する。なお、不明な点は事前に教官に質問しておくこと。

③ 白衣あるいは作業着などできるだけ皮膚を露出せず、軽快に動作できる服装にする。

④ 実験ノート、電卓、方眼紙を常に持参する。

⑤ かばん等は指示された場所に置く。実験台には絶対に置かないこと。

⑥ 授業中はポケベルや携帯電話、PHS等の電源を切っておくこと。

２．実験終了後

① 後かたづけをきちんと行う。特に廃液等は指示された場所に捨てる。

② 実験担当の教官に実験終了を必ず報告すること。

３．実験について

① 実験中は現象をよく観察し、測定した結果を正確に記録することが必要である。実験が終了したら、できるだけ当日中にその記録を整理・吟味して、はじめの目的を満足する結果が得られたかどうかを調べる。

② 一連の測定で、ある一つの値だけが飛び離れている場合でも、操作ミスあるいは目盛りの読み違いだとしてその値を捨てることなく、その原因について充分考察すべきである。

③ 実験が長時間にわたる場合、他グループの邪魔にならないように指示された場所で休憩をとる。また、実験装置の周辺での飲食・喫煙は厳禁である。

４．実験レポートについて

① 各実験項目ごとにレポートを作成する。複数が共同でやった実験でも一人ずつレポートは提出する。これは同じ実験結果から人によって全く異なる結論が出る場合があるからである。

② レポート提出は実験終了後、1週間後を締切とする。

③ レポートには表紙を必ず付けること。表紙には以下の項目を書くこと。

実験番号：実験題目

実験実施日、担当教官名

実験グループ番号

学籍番号、氏名
(共同実験者は括弧付で書くこと)
④ レポート作成の主な要領（次のような章立てを心がける。）

【1. 目的】

　実験を行った目的やその研究背景を簡潔に述べる。

【2. 実験方法】

　出発試料の調製、作成および使用した装置の概略図、測定手順、条件を簡潔に述べる。テキストの本文に書かれている事をそのままレポートに書く必要はない。

【3. 結果】

　実験の結果を表、図で詳細に書く。また、テキストで指定された図については必ず入れること。このとき、軸の単位や目盛りを書き忘れないこと。
【4. 検討および考察】

　実験結果を理論式に当てはめ、物理化学的量を求めたり、精度の吟味をする。また、文献より該当データを引用し比較検討する。特に重要なことは論旨を明確にし、誤解を招かない文章にすることである。

５．成績と必修単位取得の注意事項

成績は減点制で行う。
未提出は減点20点、レポート内容が著しく悪い場合も未提出として扱う。
出席評価：一回の欠席で減点20点、遅刻は原則として欠席扱いとする。少なくとも10点以上の減点として扱うので注意すること。

必修単位取得について：50点減点で成績は不可となる。

この科目は必修科目であり、成績不可の場合、卒研には入れない。

特に実験を一回欠席した場合、欠席で減点20点、自動的にレポートは未提出となり減点20点、併せて40点減点となることに注意すること。

病気等により欠席する場合は医師の診断書等を担当教官に提出すること。証明書がない場合は減点対象の欠席とみなす。また、その他の理由により休む場合は、担当教官と協議のうえ予備日に実験することができる。

６．実験中の態度に関する諸注意

ここ数年において、非常識な振る舞いが増加してきた。ここに常識と思われる注意事項例を挙げるので、各自、工学士取得希望者としての常識を再確認あるいは新しく学んで実験に臨むこと。

1). 実験室で飲食行為は行わない。また、実験室をはなれても空き缶やゴミ等の処理は責任をもって自分で行うこと。

2). 実験中に携帯電話等を使用しない。電源は切っておくこと。

3). 指輪等の装飾品を身にまとわない。酸やアルカリ薬品を扱う実験もあるので注意すること。また、室内で帽子を着用する人はやむを得ない理由を申し出ること。安全のための帽子着用例はあるが原則は帽子をつけたままで人に接するのは失礼にあたることを認識すること。

4). 室内で大声をあげないこと。他人の迷惑となる。

これらの事項はここ数年で実際に学生の一部が行ったことに対する注意事項である。上記以外でも非常識と思われる行為に対しては随時注意を与えていく。しかしながら、

本人自らが自分の行動について冷静に判断することを望む。
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